
これからシェアサイクル導入を目指す都市が留意すべき
ポイント－仙台市の導入事例に基づく考察－

岩 﨑 裕 直 ㈱ケー・シー・エス コンサルティング事業部(東北支社駐在) 

④放置自転車対策(駐輪施策)
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放置自転車台数(中心部)・撤去台数(総数)の推移
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自転車走行環境整備の推移

年度末 整備延長(㎞)整備率(%)

2017 16.0 50.6
2018 16.0 50.6
2019 17.0 53.8
2020 19.1 60.4
2021 19.6 58.5
2022 22.2 66.3

計画延長 31.6 2020年まで

33.5 2021年より

目的

ガイドラインによる導入の手順について

・ガイドラインでは、シェアサイクル
事業の導入に向けた手順が左図のよ
うに提示されている

・しかし、フェーズで示すような
①導入要否の検討
②事業者の選定等
③実施に向けた準備
④実施
という順序だてて進めることが
できるのか都市のシェアサイクル
担当者は躊躇するだろう

・そこである自治体(仙台市)における
導入事例を参考にして検討すること
は必要なことだと考え、以下にお示
しするものである

背景と捉え方

３
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点

交
通
状
況
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（2013年に仙台市がコミュニティサイク
ル事業に着手し10年が経過した
出発点となった当時の導入手順を事例
として捉え直したものである)

第10回自転車利用環境向上会議

計画
から

考察へ
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仙台市人口と世帯数の推移

⼈⼝ 世帯数
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仙台市のシェアサイクル導入の背景

合併・政令市

東日本大震災

東日本大震災

地下鉄南北線開業

地下鉄東西線開業

東北新幹線開業
COVID-19

＊人口の内転入者が約５％，高校生以上の学生数が約８％を占める ＊1976年仙台市電(路面電車)廃止

コミュニティサイクル事業開始
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2013年3月コミュニティサイクル事業開始
＊当初サイクルポート12箇所,自転車100台で事業開始，令和5年4月1日現在同ポート126箇所,自転車940台

利用回数と登録会員数の推移 自転車台数とサイクルポート箇所数の推移

シェアサイクル導入に関する重要な３つの視点

まちづくり

環境

交通

最近では、健
康や観光の面
でも注目され

ている

ま と め （考察）

・都市においてシェアサイクルを導入しようとする場合に
留意すべきポイント

① 自治体におけるシェアサイクルに関するバックボーンを強化すること
(交通、まちづくり、環境、健康、観光等各施策に関連づける)

② 必ず社会実験または実証運用と称して検証すること
(利用者の声や導入エリアの対応など事業実現の基礎固めを行う）

③ 事業継続についても自治体が策定する関連計画に盛り込むこと
(一時的な取組みではないことをアピール、財政上の裏付けも必要)

④ 自治体の交通とシェアサイクル担当・組織間での密接な連携も重要
なお、②及び③に関して、シェアサイクル事業者との十分な協議が必要

本稿では、事業の継続性に関して別途扱うものとするが、今般公表されたガイドラインを参考とされたい

SDGsだけで
は弱い！

シェアサイクル

まちづ
くり

交通環境

シェアサイクル導入に関する３視点からの捉え方

交流人口の拡大
中心市街地活性
化に貢献

環境負荷のもっと
も小さな交通手段
の導入・増進

新しい都心交通シ
ステムの導入
(ラストワンマイル)

公共交通(バス・
地下鉄)を補完
自転車問題の一つ
の解決策

主な理由

①計画上の位置づけ(事業継続への考え方)

個別計画

総合計画
自転車単体の個別施策から
総合計画へ押上げる

自
転
車

都
市
交
通

およそ10年間の長期計画

およそ5年間の短中期計画

②当時から現在の仙台市自転車関連計画

杜の都のまちな
か自転車プラン
(仙台都心部自転
車利用環境基本

計画）

• 2006年3月
策定

杜の都の自転車
プラン(仙台市自
転車利用環境総

合計画)

• 2013年7月
策定

仙台市自転車の
安全な利活用推

進計画

• 2020年3月
策定

せんだい都市交通プラン
(仙台市総合交通戦略)2010年11⽉策定

せんだい都市交通プラン
2021年3⽉策定

自転車施策の方針 都市交通の方針(マスタープラン)

コミュニティサイクルの検討 コミュニティサイクルの実証実験と導入

ダテバイク(コミュニティサイクル)実施推進

ダテバイクの推進

ダテバイク(コミュニティサイクル)推進

③これからの計画(交通関連計画)

都市交通の方針(総合交通戦略） 都市計画の方針(マスタープラン)

地域公共交通計画 立地適正化計画

自転車活用推進計画

上
位
計
画

個
別
計
画


